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南海トラフ大地震が起きると

①まず、緊急地震速報が流れる。
＜１０数秒＞

②揺れが３～５分続く（強いは２～３分）
③２～３時間後に津波が到着する。

〇１０数秒間に、何をするか。
〇発災時に、安全をどのように確保するか
〇自宅に留まるか、避難するか。
※複数箇所を事前に考察
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松山市付近の断層
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松山市の対応

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合
⇒松山市災害対策本部を設置
※１週間は災害本部体制を維持

松山市も
津波浸水想定区域が該当

※１週間どこに避難するか

＜市民に今後の備えを呼びかけ：例＞
・家具の固定
・避難場所及び避難経路の 確認
・家族との安否確認手段の取り決め
・家庭における備蓄の確認 等
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新 潟 地 震

液 状 化 現 象

東日本大震災



４．０１ｍ～５．００ｍ

３．０１ｍ～４．００ｍ

２．０１ｍ～３．００ｍ

１．０１ｍ～２．００ｍ

０．３１ｍ～１．００ｍ

０．０１ｍ～０．３０ｍ

【北吉田～垣生地区】

南海トラフ巨大地震津波浸水想定

松山港
・最高津波水位
： ３．８ｍ（ＴＰ：標高）
・津波（波高：１ｍ）
到達時間 ：１１５分
・最大津波（波高２ｍ）
到達時間 ：１３９分

松山市最大津波水位：由良
（興居島）３．９ｍ（ＴＰ）１９８分後

標高標示板

津波により、沿岸部で最大で２ｍ程度の浸水が
想定されている

松前町

西垣生地区

大可賀地区

番町幼稚
園
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菊間港
３．２ｍ（３４９分）

北条
３．２ｍ（１５９分）

松山港
３．８ｍ（１３９分）

松前港
４．２ｍ（１８５分）

堀江港
３．３ｍ（２０３分）

小部漁港
３．１ｍ（３６０分）

伊予港
４．２ｍ（１８６分）

元怒和漁港
２．９ｍ（１８８分）

中島港
３．１ｍ（４２９分）

由良
３．９ｍ（１９８分）

表記の到達時間は、最大の津波が到達する時間であり、津波に
よる海面変動は上記の時間より早まるため速やかな避難が必要

【※：津波高は標高表示】

※
※

※

※

※

※

※

※

※ ※
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松山市周辺の最高津波高と到達時間（想定）



※２０㎝の変動までの時間
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海岸付近で急に高くなる。津波は早い！

62

※気づいてからでは、遅い。

〇津波の速さは、ジェット機なみ。
〇津波は、何度も来る。
〇津波は、湾奥で高くなる。
〇津波は、川や運河を遡上する。



津 波 火 災

東日本大震災
４割超が「津波火災」
１５９件／３７１件
※１都１６県での発生数

（日本火災学会調査）

津波が起きたら、火災が発生することも想定して、少しでも早く高いところへ避難！

〇地震や津波で壊れた家屋や車などから発火、市街地や山に運ばれ延焼
〇出火原因を特定できたのは５６件
・車両３５件 ・電力９件 ・電源盤５件 ・配線器具５件 その他２件

〇気仙沼：津波で流されたＬＰガスや、石油コンビナートから流出した油に引火
して延焼が拡大
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＜参考＞

65



66



67



避難時の非常持ち出し物品
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避難時の常備品
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泊りが必要な子供の発生する可能性

※保護者の自宅場所、仕事場所、被災の状況
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保育所関係者が、災害対策として想定していなかったこと

〇津波浸水区域以上のところまで津波が到達した。
〇地震・津波の後に、火災が起きた。
〇決めていた避難所場所からさらに避難を必要とした。
〇災害情報が入らなくなった。
〇通信機器が使えなくなった。
〇保護者が迎えに来られない状況になった。
〇保育所に戻れないとは思ってなかった。
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・海から８００M
・近くに高い所なし
・市の補助金２０００万円
・屋上までの階段整備
・地域の住民の避難場所
・住民避難時に施設利用者
の避難をサポート
・施設の避難訓練に町内会
のメンバーも参加

参考：静岡県焼津市の施設
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社会福祉法人 成仁会の例 岩手県大船渡市

〇津波震災のため孤立した介護施設で、なぜひとりの死者も出さ
なかったのか
・震災発生が夜間ではなかった。
⇒夜勤者だけでは、できることが限定される。
・職員研修の成果
⇒職員一人ひとりの判断の迅速さと被災状況の把握の素早さ、
それに基づく全体への指示が明確だった。
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社会福祉法人 成仁会の例 岩手県大船渡市

〇新施設：２０１５年に新築移転
・強靭・耐震建築設計
・発電機は７回屋上（１ヶ月の発電能力）
・防水扉付冷蔵食糧貯蔵庫（１ヶ月分の貯蔵能力）
・入居者の生活空間は２階以上
２階は事務所、１階は地域交流を主としたイベント広場

〇備蓄品
・食糧：入居者以外に職員・地域住民分を考慮、最低２週間を過ごすことが
できる量を備蓄
・おむつ・衛生用品
・毛布・ストーブ：入居者以外に職員・地域住民の２倍の枚数を用意
・スクーター：道路の混雑時に
・発電機：吸引器、暖房機の動力としてフロアー・ユニットに１台ずつ配置
・折りたたみヘルメット：車両等に配備し、緊急時に備える。
・衛星電話：固定電話・携帯電話不通時に使用
・井戸手押しポンプ：市水道がとまったときに使用
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事業継続計画（ＢＣＰ）の概念図

参照：内閣府ＨＰ

許容限界以上のレベル
で事業を継続させる。

許容される期間内に操
業度を復旧させる。

目 標
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〇いつもより少ない職員
〇不十分なライフライン
⇒いつ、どのように、
保育のレベルを上げていくか

〇人の安全確認
・登園者（家族）、職員（家族）
〇施設の安全確認
・避難が必要？ 避難所として避難者
を受け入れ
⇒施設が、使用できない場合の対応

〇災害発生時の、季節、時間で対応が異なる

※特に、昼・夜

〇帰宅でいない子供
〇帰宅できない職員
〇登園できない子供
〇登園できない職員

〇地域との連携
〇地域、社会への貢献

〇応急処置

・救助
・ケガの手当
・ショック（精神的不安定）

※準備したことしかできない



保育施設の特性に応じた災害対応計画の整備

〇災害のリスクはどうか。
・河川氾濫・内水氾濫、高潮、がけ崩れ・地すべり・土石流
・地震

〇事業所は、避難の必要があるか
・避難所に指定されている保育所は
⇒避難所としての機能
⇒保育との調整

〇職員・登園者の安全確保はどうするか

〇帰れない職員、子供への対応

〇保育再開はどのようにするか
・ライフラインの低下
・出勤できない職員、登園できない園児

〇災害対応資材の取得、非常食（物品）の備蓄
〇計画等の情報共有、訓練の実施、逐次の計画の修正・加筆
〇保護者との連携
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危機管理の思考過程・行動手順

判断機能
（何を・いつ・どこで・どのようにするか）

実行機能
（最良案の決定・実行）

行動目的
行動目標
の
確立

状況の列挙
・各危機事
象への対応
案を列挙
・最良の案
を選定

状況の把握
・状況の特質
を把握する。
・対応する危
機事象を列挙
※重要事案

実行及び
実行の監督

決心・指示
（命令）

① ② ③ ④ ⑤

状況の変化、うまくいかない場合等は、見直す。 87

＜参考＞



企業防災

ＢＣＰ：事業継続計画

ＢＣＭ：事業継続マネジメント

ＰＤＣＡサイクルで、
ＢＣＰからＢＣＭへ

88

＜参考＞



ＢＣＰ～ＢＣＭ構築の流れ（企業版）

〇重要業務（中核
事業）を特定
・経営方針
・事業戦略
・利害関係者との
関係
〇社会から会社へ
の要求

〇目標復旧時間、目標
復旧レベルの構築
・最大許容停止期間
〇ビジネスフロー、サ
プライズチェーンの確
認
・取引先等との事前協
議
〇業務継続の対応手順
策定
〇事業影響度分析（Ｂ
ＩＡ）

〇教育、訓練の実
施
・従業員とＢＣＰ
の内容について共
通認識
〇ＢＣＰの実施

・ＢＣＰの見直し、
改訂

現状分析
方針の決定

ＢＣＰの策定
ＢＣＭの構築 評価・見直し

運用
（教育・訓練）

（一気に）ダウンした限られた策源で、社員（含む家族）の安全を確保しつ
つ許容最小限の事業を継続する。所望の時期までに、通常に回復させる。ＢＣＰ：

ＢＣＭ：
計画は作成しただけでは、使えない。教育・訓練、実践と継続した見直し
により真に実効性のある計画（マニュアルに進化（深化）させる。
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＜参考＞



●勤務場所での備え

１．飲料水やチョコレートなど手軽な食品を常備しておく

２．徒歩で帰宅することを想定して

①運動靴など動きやすい安全な靴を保管しておく

②荷物を背負えるようリュックサックなどを準備しておく

③食料、飲料水、タオル、地図、懐中電灯及びラジオなど
を携行できるよう準備

３．その他、災害の特性や季節などを考慮してヘルメットや
雨具（レインコート等）、携帯カイロなど必要と思われる
ものを準備しておく

職 員 共 通 事 項
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＜参考＞



①事業所の安全環境を整える。
オフィス家具の転倒・移動防止策の実施
②一斉帰宅を抑制（事業所に留まる）
③食料品、飲料水及び毛布など備蓄しておく。
④帰宅させる場合の条件の決定
⑤情報の収集・提供
（交通機関・道路規制・被害状況・火災状況など）

※南海トラフ地震による帰宅困難者想定：松山市 ３６，３１０人

帰宅困難者対策

※発災時間：平日昼間
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○家族安否の確認
○自社社員への対策
○一般市民等（旅行者等含む。）への対応

＜参考＞



帰宅困難時の参考 愛媛県HP



ＢＣＰ や災害対応計画を作ったら運用できるように
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日頃からできる備え

〇危険度の確認、認識
・ハザードマップの確認
・施設点検（周囲や園児の通園路等）も含む。
※実際に歩いてみましょう。
特に、避難を計画する事業所は、避難所まで

〇マイタイムラインの作成
※施設版タイムラインのひな型もあります。

〇マニュアルの作成や訓練の実施

〇備蓄品の購入・保管
94



災害（危機管理）対応

〇常に、今がスタート
・タラればは、あとの祭り

〇想像力が勝負

〇あきらめない
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災害時に行政が機能しない場合がある。

〇自分、家族の命と健康は自分で守る。（自助）

〇近所、仲間、近くの人で助け合う。（共助）

※公助には、限りがある。

自分の命は自分で守る。声かけ合いみんなで避難！
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